
都市再生整備計画（第
だ い

2回
か い

変更
へ ん こ う

）

馬込
ま ご め

・池上
い け が み

・洗足
せ ん ぞ く

（まいせん）周辺
しゅうへん

地区
ち く

東京
とうきょう

都
と

　大田区
お お た く

平成３１年３月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 429 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 25 30

％ 25 30

％ 25 3075.0まちの魅力度 区域内においてまちの魅力を調査 公園やネットワークを整備することにより、まちの魅力を高める。 71.4

47.3

緑の満足度 グリーンプランおおたに記載された緑の拠点において緑に対する満足度を調査 大田区の緑に関する取組に対する満足度を調査する。 62.5 67.7

都市計画道路の整備率 区域内で優先整備路線を都市計画事業によって事業完了した延長の増加率 区部における都市計画道路の整備方針の優先整備路線の進捗を図る。 17.6

都道府県名 東京都
おおたく

大田区
まごめ・いけがみ・せんぞく（まいせん）

馬込・池上・洗足（まいせん）周辺地区

計画期間 交付期間 30

緑が豊かな馬込・池上・洗足（まいせん）地区において、良好な自然環境や居住環境を活かし、環境と防災に配慮した空間づくりなどの都市基盤整備等により、だれもが緑などの自然に親しみ活きいきと、安心・安全に暮らせる魅力的なまちづくりを進める。
・都市計画道路の整備率…都市計画道路を着実に整備することにより、安心・安全なまちづくりを推進する。
・緑の満足度…公園・緑地等の整備を加速させ、安全、快適で緑豊かなまちをつくることにより、満足度を高める。
・まちの魅力度…地区に存在する緑、水、花、史跡等を生かすため、回遊性の確保や観光資源の整備を進めることにより、まちの魅力度を高める。

【まちづくりの経緯】
当該エリアは、馬込・池上・洗足池周辺の地区により構成されており、大田区都市計画マスタープランや大田区緑の基本計画「グリーンプランおおた」において、台地部地区として位置付けられている。歴史と文化、馬込文士村、池上本門寺を中心とした寺社
町、洗足池など地域が育んだ環境があり、区内でも自然環境が比較的多く残っており、歴史文化が漂う良好な地域である。そのため、住環境保全型の市街地形成や水と緑の潤いのある環境づくりを目指した崖線の貴重な緑の保全、みどりのネットワークづ
くりなどの取組みが求められている。
大田区１０か年基本計画「おおた未来プラン１０年」や大田区緑の基本計画グリーンプランおおたの施策としても、都市計画道路の整備、公園の整備、桜のプロムナード、拠点公園・緑地の整備「都市計画公園・緑地の整備」等が計画内に位置付けられ、事
業の進捗が求められている。
更に、平成２３年１２月に改訂した都市計画公園・緑地の整備方針（計画期間は、平成２３年度～平成３２年度の１０年間）において、洗足池公園（都市計画公園名：洗足公園）、佐伯山緑地（都市計画公園名：中央五丁目緑地）は、事業の重点化を図るべき
公園とされている。この都市計画公園・緑地の整備方針は、都市計画公園・緑地の事業進捗や社会情勢の変化とともに、東日本大震災を踏まえ、防災の視点を重視し、新たな整備方針として改訂されている。補助線街路第43・44号線、大田区画街路第1号
線は、災害時の避難経路としても活用できるだけでなく、区部における都市計画道路の整備方針の優先整備路線に位置付けられているため、進捗を早める必要がある。
これらの方針に基づき、公園・緑地の整備を加速させ、安全、快適で緑豊かな東京を早期に実現していく必要がある。

【現況】
古くから景勝の地として人々から親しまれてきた、馬込、池上、洗足池（千束）周辺の頭文字をとって、大田観光協会では「まいせん」と呼称し、観光PRを展開している。台地部があり、清水窪湧水から湧く洗足池の流れなども大田区の地形に沿って呑川から
東京湾へ注がれる貴重な財産である。緑、水、花、史跡等多くの観光資源に恵まれ、まちあるきに格好の地となっている。
また、良好な居住環境を保ち続けた緑豊かな住宅地ではあるが、社会・経済状況の変化に伴う敷地の細分化や集合住宅化等により、近年、緑の減少が急激に進んでいる状況にある。更に防災の視点を重視した都市計画道路（道路拡幅）や公園整備（空間
づくり）を進めているところであるが、未だ十分な整備には至っていない状況にある。

災害に強いまちづくりと貴重な自然環境の保全を推進するとともに、だれもが観光資源や地域特性を活かした安心・安全・潤いのあるまちづくりを進めるため、以下の方策により、課題の解決に努める。
・ 防災とみどり創出を目指した公園緑地の整備
・ 安心安全なまちづくりの根幹となる都市計画道路の整備
・ 貴重なみどり資源の確保
・ 観光やまち歩きを促進する回遊性の確保や観光資源の整備

馬込・池上・洗足（まいせん）地区の良好な自然環境や居住環境を維持・保全するために、大田区画街路第１号線や補助線街路第44号線・第43号線の事業推進により、地区内の幹線道路を整備するとともに、災害に強い安全・安心・快適な歩行空間を創出
する。また、公園や散策路の整備、移動空間におけるだれでもトイレの整備などにより、だれもが安心して外出でき、安らぎと生きがいを実感できるようなまちづくりを進める。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・都市計画道路幹線街路環状街路第7号線と都市計画道路幹線街路環状街路第8号線とを結ぶ補助線街路第44号線及び44号と国道1号を結ぶ補助線
街路第43号線については、平成16年に策定した「区部における都市計画道路整備方針」において第三次事業化計画整備路線に位置づけられており、策
定時に行なわれた都民アンケートにおいて事業の早期完成を望む声が多い。また、整備により地区内交通を円滑にするとともに、良好な歩行空間を確
保するため、馬込・池上・洗足（まいせん）地区内における他の都市計画道路よりも優先的に整備する。

【基幹事業】
道路事業：補助線街路第43号線・補助線街路第44号線

・　拡張等を行い既存の公園をさらに魅力ある施設とするとともに、だれでもトイレを整備するなど道路・公園・緑道などの公共移動空間でバリアフリー化
を推進する。また、豊かなみどりにより、安らぎと生きがいを感じられるネットワーク形成の一環として、公園整備を推進することで、誰もがいつまでも活き
いきと暮らせる緑豊かなまちをつくる。

【基幹事業】
公園事業：洗足池公園、佐伯山緑地

・　平成4年に設立された大岡山駅周辺地区まちづくり協議会および東京工業大学や東京急行電鉄株式会社などと協働しながらまちづくりを進める。ま
た、すでに完成した駅前広場から都市計画道路幹線街路環状街路第7号線までの大田区画街路第１号線や隣接する区道を地域拠点にふさわしい骨格
道路として整備するとともに、歩行者ネットワークの整備を図る。

【基幹事業】
道路事業：大田区画街路第１号線
【基幹事業】
道路事業：大田区地方道

・　誰でもトイレの設置や散策路整備によって、まちの魅力を高めていく。 【基幹事業】
高質空間形成事業：だれでもトイレの設置
【提案事業】
地域創造支援事業：桜のプロムナード整備、呑川緑道の整備



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 大田区 直 275m 26 30 26 30 873.7 873.7 873.7 0 873.7

道路 大田区 直 620m 26 30 26 30 90.7 90.7 90.7 0 90.7

道路 大田区 直 540m 26 30 26 30 127.6 127.6 127.6 0 127.6

大田区 直 430ｍ 26 30 26 30 8.2 8.2 8.2 0 8.2

道路（地方都市リノベーション事業）

公園 大田区 直 9.9ha 26 30 26 30 416.7 416.7 416.7 0 416.7

大田区 直 1.5ha 26 30 26 30 1,309.5 1,309.5 1,309.5 0 1,309.5

公園（地方都市リノベーション事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 大田区 直 1基 26 30 26 30 22.5 22.5 22.5 0 22.5

高次都市施設

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,848.9 2,848.9 2,848.9 0 2,848.9 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

洗足池公園安心安全対策事業 洗足池公園 大田区 直 － 26 30 26 30 95.2 95.2 95.2 0 95.2

大田区 直 400m 26 30 26 30 86.5 86.5 86.5 0 86.5

大田区 直 310m 26 30 26 30 11.0 11.0 11.0 0 11.0

合計 192.7 192.7 192.7 0 192.7 …B

合計(A+B) 3,041.6
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

道路 大田区地方道

公園 佐伯山緑地

所管省庁名 規模事業 事業箇所名 事業主体
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

事業活用調
査

交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

ネットワーク形成のための散策路整備 桜のプロムナード整備

事業 事業箇所名 事業主体
（参考）事業期間

ネットワーク形成のための散策路整備

直／間 規模

住宅市街地
総合整備
事業

大田区画街路第1号線

だれでもトイレの整備

1,216.6 0.4

交付期間内事業期間

洗足池公園

規模
（参考）事業期間

補助線街路第43号線

補助線街路第44号線

呑川緑道の整備

国費率

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
細項目

交付対象事業費 3,041.6 交付限度額



都市再生整備計画の区域

　馬込・池上・洗足（まいせん）周辺地区（東京都大田区） 面積 429 ha 区域
北千束二～三丁目、南千束一～二丁目、上池台一～五丁目、仲池上一～二丁目、南馬込
五～六丁目、中央五丁目、東雪谷一～五丁目、南雪谷三丁目、南雪谷五丁目

馬込・池上・洗足（まいせん）周辺地区 

田園調布駅 

多摩川駅 

沼部駅 

環状第8号線 

馬込駅 

大岡山駅 

西馬込駅 

放射第2号線(中原街道） 

放射第1号線(第2京浜） 



都市計画道路の整備率 （　％　） 17.6 （　25年度） → 47.3 （　30年度）

緑の満足度 （　％　） 62.5 （　25年度） → 67.7 （　30年度）

まちの魅力度 （　％　） 71.4 （　25年度） → 75.0 （　30年度）

　馬込・池上・洗足（まいせん）周辺地区（東京都大田区）　整備方針概要図

目標

貴重な緑が豊かな台地部で、良好な自然環境や居住環境を活かしつつ、人の集

まる場所を大切にした空間づくりや地域特性に配慮した都市基盤の整備など、誰

もがいつまでも活きいきと暮らせる魅力的なまちをつくる。

代表的な

指標

■基幹事業 

【事業名】大田区画街路第1号線 

【事業主体】大田区 

【規模】540m 

        基幹事業 

        提案事業 

        関連事業 

凡  例 

■基幹事業 

【事業名】補助線街路第43号線 

【事業主体】大田区 

【規模】 275ｍ 

■基幹事業 

【事業名】補助線街路第44号線 

【事業主体】大田区 

【規模】620m 

■基幹事業 

【事業名】だれでもトイレの整備 

【事業主体】大田区 

【規模】 1箇所 

■基幹事業 

【事業名】佐伯山緑地 

【事業主体】大田区 

【規模】 1.5ha 

■基幹事業 

【事業名】洗足池公園 

【事業主体】大田区 

【規模】 9.9ha 

□提案事業 

【事業名】ネットワーク形成のた
めの散策路整備（桜のﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ) 
【事業主体】大田区 

【規模】 400m 

■基幹事業 

【事業名】大田区地方道 

【事業主体】大田区 

【規模】430m 

□提案事業 

【事業名】洗足池公園安心安全 

対策事業 

【事業主体】大田区 

【規模】 － 

□提案事業 

【事業名】ネットワーク形成のた
めの散策路整備（呑川緑道） 
【事業主体】大田区 

【規模】 310m 


